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住 所 大阪府羽曳野市誉田 1772-1

TEL 072-957-0470

URL http://naniwanosato.jp/index.html

経 営 理 念 中期計画における経営戦略テーマ
「Compact（高密度）　&　Consistent（一貫）」

事 業 内 容
及 び 定 員

・障害者支援施設（40名）1ヶ所
・生活介護施設（従たる事業所と合わせて 60名）1ヶ所
・生活介護施設従たる事業所（本体施設と合わせて 60名）1ヶ所
・グループホーム（9名）2ヶ所
・児童発支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援事業（10名）1ヶ所
・相談支援事業　1ヶ所

収 入
( 法人全体 )
平成26年度決算

①　社会福祉事業 398,492,295 円
②　公益事業 0 円
③　収益事業 0 円
　　合計 398,492,295 円

職 員 数
（法人全体）

117 名（非常勤含む）

当 面 す る
経 営 課 題

・役員の高齢化
・スタッフの労働環境改善
・人材の確保、育成
・地元自治体との関係強化（広域での入所支援が中心）
・入所者、家族の高齢化
・事業拡大に向けた資金不足
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取り組みに
着 手 し た
理由、背景

　社会福祉法人なにわの里は、1990 年に我が子の居場所づくりのため、自閉症親の会の
メンバーが中心になって設立され、50名定員の入所施設として事業を開始しました。関
西一円から、地元地域では支援が困難な方が多数利用され、措置時代に、大阪府内で 4ヶ
所だけが指定を受けていた「強度行動障害指定施設」として、一法人一施設での運営を進
めてきましたが、「後を絶たない関西一円からの切実な入所相談」「スタッフの疲弊」「人
材確保困難」「市町村への権限移譲」「一法人一施設でやれることの限界」といった流れの
中で、「児童発達支援事業」「放課後等デイサービス事業」「保育所等訪問支援事業」「児童
相談支援事業」「その他、近隣大学等と連携した法人独自の無料支援事業」を展開し、自
閉症スペクトラム障害のある本人・家族・関係機関への、児童期からの「密度の濃い個別
の一貫支援」の推進を開始しました。

取り組みの
現 時 点
で の 効 果

　現在、児童通所系事業に 100 名近い方の利用があり（柏原市の受給者証発行数をほぼ
カバー）、保育所等訪問支援事業等を通しての各関係機関との連携も着実に進み、身近な
地域での早期療育・一貫支援の土台が形成されつつあると実感している。
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